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対話における語葉獲得
一助数詞の獲得に関する予備的分析一

Acq uisition of n umerical classifiers :Preliminal analyses 

仲 真紀子

Makiko NAKA 

数とともに用いられる接鮮を助数詞という O 助数詞は名認を修飾する基数認(l匹， 2 ~頁)，動詞を修飾する頻

虚数詞(1度， 2回)， )順序を表わす)11&序数詞(l番， 2 f立)などに類百Ijされるが，いずれも数えられるもののカ

テゴリを反映する興味深い言語材料である O 内田・今対二(1992，1994) は「人j，rrj[J， ，頭j，，::]::] jの基数詞の獲
得過程を 3 歳 ~6 歳児を対象に調べ，これらの劫数詞は「人 l →「匹j →「頭j → f::]::]j の順で獲得されること，

その使照のルールは 4 歳後半~5 歳半にかけて形成されることを示した O では 3 歳以前ではどうか 3 歳以前

であっても，母親に助けられ，幼児は「例Jゃ「つJのような基本的な助数詞を用いているのではないか。ルー

ルとして自覚されなくても，手続きとしては十分に流暢な使用が認められるかもしれない (Karmiloff-Smith，

1992)0そのような見通しのもとに 1歳半から 4歳まで縦断的に記録された母子対話の分析を行う計画をたてた

(1中， 1994， 1995)0分析する資料は，筆者と 1984年10月に生まれた筆者の女児双生児との食事場面での会話である。

会話は月に 1~ 4回(各自分)， 4年間にわたって録吾したもので， 1年でおよそ30時隠，全体では100時間ほどの

資料となる。ここではこの計画に先がけ，分析の方針と技術的な手続きを決定するために， まず 2歳代の資料-21

時分について予備的分析を行う。また限られたデータではあるが， (l) 2歳代でも助数詞は用いられるのか， もし

も用いられるとすれば(2)誰がどのような助数詞を用いるのか， (3)その頻度と時期はどうか， (4)対話の特肢はどう

か， (5)助数詞は統訪論的に，また話用論的にどのような文の中で用いられるのか等，対話の4'で生じる助数詞の

獲得についても洞察を得たい O

分析資料

資料は，月 1~ 4回，食事場面の会話をテープレコー夕、で録音したものである。主な萱場人物は，母親(筆者)

と女児双生児。まれに父親や祖母が加わる。 収録を食事場面に限定したのは，食事場面は他の遊び場面等に比べ，

物理的文脈(登場人物や素材等)ゃ心理的文脈(目的，情緒的な状態等)の変動が少なく，そのため言語能力の

発達を文脈の変化から比較的独立させた形で検討できるのではなし寸、と考えたからである O 録音状況は必ずしも

良好とは言えず，雑音や泣きで書き起し不能の部分もある。 収録時は，この資料を助数詞の使用について調べる

ために用いようとは考えていなかった。

分析の方針

2 歳 O ヶ月 ~2 歳11 ヶ月の 1 年間の資料 (21 閉)を書き起こした。告:き起こしは，訓練を受けた実験補助者

(l名)が有f料で行った O 開きとりには SANYO社製トランスクライパを用い，パソコンワープロで入力を行った。

補助者に対する基本的な教示を表 1に示す。
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表 1 テープ起こしに関する教示

1. 準備

(1) カセットテープの爪を折る O

(2) カセァトテープに番号をふる。

(3) カセァトテープを巻きもどす。

(4) 1)セットしてから起こし始める。

2. テープ起こし

(1) まずすべてのテープのA顕だけを起こす。 A面がすんだら B面にとりかかる O

(2) ファイルの頭に起こした日付け，テープの番号，メニュー(テープラベルに記入あり)を入れる O

(3) 犯行毎に， トランスクライパ(テーフ。起こし用テープレコーダ)のカウンタを記録する O

(4) 発話単位で行を変える O

(5) 誰が話しているかを書く O 分からない場合はその旨書く。

(6) 音が重なった会話もできるだけ記録する。なお同時発話部分は( )にいれる O

(7) 聞きとれないところ，分からないところは……とする。

18) 子ども言葉(ゆっくり，はっきり，くっきり，気をつけて発話する)が使われているところにはマーク

を入れる。また語集の獲得に役立っていると思われる発話(繰り返し，言葉の修正，ゆっくり等)にもマー

クをいれる o この教示は設に削除した。]

沈黙，カタカタ等の音，泣き 母親の電話，来客による母 他者の会話等は，説明を書いて，カウンタ

数だけを書く。

州 会話や活動の状況が分かるところは，入れておく(例:ごはんをこぼしたらしい)0 

(11) 原則として食事場面だけを起こす。

書き起こし以降の分析(号表者による)手順は以下の通りである。

(1) 各発話に幼児の年齢(年，月，週)と発話番号を表わす通し番号(インデックスと呼ぶ)をつける。フォー

マットと例を表 2に示す。表 3に，インデックス等をつけ終えた21回分の資料の概要を示す o 21回分の資料で得

られた発話は10441， 476kbyteであった。なお， 21自の食事の各回をセッションと呼ぶことにする O

表2 インデックスとテープ起こし例

インデックス

00000000 (タブ) (タブ)発話・

¥¥¥¥¥ 
Note:O は年齢と行番号を示す数字，口は発話者を表わすアルファベット。タブをデリミネータとする。

テープ起こし例

20040731 A あかいのはあ?

20040732 M ウーン，キムチよ，

20040733 A あかいのはあ?

20040734 B あかいの，これ

20040735 M 赤いのは，キムチの素じゃないけど キムチさ，
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20040736 A 

20040737 B 

20040738 A 

20040739 B 

20040740 M 

20040741 A 

20040742 (B) 

20040743 M 

20040744 A 

20040745 M 

20040746 B/A 

20040747 M 

20040748 B 

20040749 M 

20040750 B 

20040751 M 

20040752 A 

20040753 M 

対話における語業獲得

あかいのう，

これは?

あかいのう，

これは?

あかいのう，

これ，これ，あかいの，こ，あかいの，これ，

(あかいのう，これ? あかいのう，これえつ)

赤い! それ，赤い!

あかいの，あかいの，

なにい，なにい，なにい，赤いの，赤いの，赤いの，

あかいのう，あかいのう? これえ? あかいのうつ

赤い，赤い! お空も 赤い!りょうちゃんのは，白い!

しろい，

あきちゃんの，坊主い!あきちゃん，たっちしてたら，おんりできない， ・・・に，なっ

ちゃうよ，ねえ，

あ，あ，あ，

もう一う，

おぶちゃったあ一，

あるよ，もうひとつ，はい，おあがり，

Note: ( )は同時発話， B/Aはどちらが話したか不明の発話を示す。

表 3 本研究で分析したファイル

ファイル名 幼児年齢 発話数 kbyteファイル名 幼克年齢 発話数 kbyteファイル名 幼児年齢 発話数 kbyte

2004-4A 2歳。月4週 828 32 2034-5C 2歳3月4週 455 20 2083-5J 2歳8月3週 649 31 

2011-4B 2歳l月1週 862 34 2051-5D 2歳5月1週 631 30 2084-6A 2歳8月4遇 138 8 

2013ω4C 2歳1月3逓 649 26 2064-E 2歳6月4選 158 9 2092-6B 2歳9月2週 741 34 

2014-4D 2歳1月4週 449 22 2071-5F 2歳7月五車 559 28 2093-6C 2歳9月3週 457 23 

2023-4F 2歳2月3週 747 30 2072ω5G 2歳7月2週 112 2 2102-6E 2歳10月2週 398 21 

2025-5A 2歳2月5週 629 26 2074-5H 2歳7月4週 388 20 2104-6F 2歳10月4週 353 18 

2033“5B 2歳3月3週 519 23 2081-5I 討議8月i週 324 15 2114-6G 2歳11月4遇 395 20 

(2) 出力した資料から，会話で生じた助数認を予備的に拾いだす O その際「もういっかいJ，rもうかあいJ，
「もうっかいjのように記述は異なるが同じ助数詞を含むと思われるものをすべて記述する O その結果 21の助数

詞とその変化形が拾いだされた(表 4を参照)。
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表 4 関数の定義 (Emacs-しisp)

(defun faa (x) 

(swich-to-buf fer-other-window“dinner-2sai" ) 

(goto-line 1) 

Oist-matching-lines x 3) 

(switch-to-buffer-otherωwindow“* Occur * ") 

(write-file 勺，ekka-2saiωc")

(insert-file“kekkaω2sai-C ") 

( wri te-f ile“k巴kkaω2sai-c") 

(defun foo ( ) 

(swi tch-to-buf f erωother-window“dinner-2sai" ) 

(goto-line 1) 

Oist叩matching -lines “仲真紀子つ

(s巴Wl比tdι1ト一to-buffer子白other-window“*Occur司*つ

(write-f日ile“コkekk泊a-2sa幻l吟Cど"
(faa “十杯不")

(faa“本")

) (faa“せんぼん"つ

(faa“週間"

(faa“日")

(faa“いちにち")

(faa“時間")

(faa“分")

(faa“秒")

(faa“間")

) (faa“いつカか、あい"つ

(faa“いつカか、しい、γ"

(faa“もうかあいつ

(faa“もうっかい")

(faa“もつかいつ

*右列に続く

*続き

(faa“キロ)

(faa“1同")

(faa“いっこ")

(faa“にこ")

(faa“口")

(faa“ひとくち")

(faa“人")

(faa“ひとりつ

(faa“ふたりつ

(faa“歳つ

(faa“才")

(faa“にさい")

(faa“さんさいっ

(faa“一つつ

(faa“ひとつつ

(faa“二つ")

(faa“ふたつつ

(faa“ふたあっつ

(faa“ふたつつつ

(faa“ふたってつ

(faa“三つつ

(faa“円つ

(faa“百")

(faa“子つ

(faa“万")

(faa“ミリ")

(faa“ケース")

(faa“香")

(faa“いちばん")

(3) (2)で書きだした助数認が含まれるすべての発話を検索し，ひとつのファイルにまとめる。この操作は，

SUNのUNIX乞で動く NEmacsエディタの list-ma tching -linesコマンドを用いて行った。このコマンドは，検索対

象およびその前後の文 (31数で指定された数)を Occurバッファに書きだす。 Occurパッファは， Occurバッフア

内の検索結果にカーソルを移動すると，別のウインドウにもとのファイルの箆所が提示されるので便利である。

だが， 211図の変化形それぞれについてこの list-ma tching -linesコマンドを用いることは煩雑なので，表4のように

関数を定義し，一度にすべての助数請を検索する方法をとった O 助数詞が生じた発話は196であった O この196の

発話(ファイルA) と各発話の前後に 3発話ずつの文脈をつけたもの(ファイル B) を作成した。そしてファイ

ルBを参黒しつつファイルAについて以下の分析を行った O 表 5(上)にファイルAの一部を示す。
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対話における諾桑獲得

「個」の発話例(ファイルA)と生起頻度表表 5

ファイルAの一部

話用論的分類統語論的分類話市発発話者号脊

要求助数詞のみもうし、っこ，ウン，A 2023023 

要求助数詞のみもういっこう，A 20230369 

要求助数認のみもういっこう一，B 20250145 

要求助数認のみもういっこうぬん，B 20640162 

求

問

要

質

助数需のみもういっこ，B 20640164 

助数詞のみにこつうう-?B 20510099 

叙述助数詞+動詞あきちゃん，あっるう，いっこうない，あきちゃん，

あるない，

A 20330296 

叙述助数詞+動詩ウフフフー，もういっこからあい，からあ一一い，A 20740234 

みてごらん，いれたよう，

叙述助数詞+動調りょうちゃんはあ一，にこうりょうちゃんはねえ一，B 20740270 

主張助数詞+動詞+目的語

たべてないのう一，

あきちゃんねえ，ごはんたべられないららあねえ，お

さかなあ，あーあーあ，いっこうおさかなあたべるよ

A 20740372 

左足述

つ一，

うーん，あきちゃんねえ，あきちゃんねえ，ちょっと?? ?助数詞十動詞+目的語

たらねえ，あきちゃんねえ，ちょっとうたくわんねえ，りょ

うちゃんもう，にこたくわんねえ，たべてるう一，

要求助数詞十目的語もういっこ，ちっちゃいのう一，B 20740239 

要求助数詩十動詞+目的語もういっこ，ちっちゃいのちょうだい，B 20740237 

叙述たべてないのう一，助数諮十動詞十日的諮りょうちゃんねえ，にこおにくねえ一，B 20740266 

ねえ

Note:ファイルAには統語論，語用論の分類は書き込まれていない。

印刷の生起頻度表

A 
20740265 

11 10 10 9 9 8 8 8 7 7 7 6 5 3 3 2 2 i O 月

言十4 4 2 3 2 4 3 4 2 4 1 4 3 5 3 4 3 1 4 j恩

O 。O O O 。。。。。O 。O 。。。。。O 1 O 父

24 O i i 。。1 。O 1 4 。1 4 2 4 。O 3 。母
6 O 。。O 。O O O 3 O O O O O O 2 O 。。O 子A

8 O O O 。O O O O 4 。O 2 O O 1 O O 。O 。子B
。
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また分析の技質的分析を行い，的分析，

結果と考察

主な分析方法は，分類することとカウントすることである O 以下，

術的側面も検討する O

量的分析

21の助数詞それぞれについて，各セッションで、各登場人物が何度用いたかをカウントした o 1伺jについての結

果を例として表 5(下)に示す。これらの資料をもとに， (1)誰がどのような劫数詞をどの程度用いたか， (2)時間的

な変化はどうか， (3)対話の特徴はどうかの分析を行った O なお簡略化のため 2人の幼鬼の資料はまとめて提示

する。

助数詞の種類と頻度:結果を表 6に示す O 父親は21セッション中 2回しかi司席しなかったが，

全助数詞のうちほとんどが，この 2回のセッションで，母父聞で用いられている O 母子鴎で用いられることが多

い劫数認は， 1回j，1個j，1つjであった。母子間で用いられた助数詩の使用頻度を表 6の()内に示す。左の数字

は母が用いた回数，右の数字は子が汗jいた回数である O

観測された

助数詞の種類と頻度表6

詞妻女助誰が用いるか

ミリ，ケース，回， 1問，つ日，時間，分，秒，円，万，千，百，杯，本，週間，父←→母

口(10，1) ，人 (17，3)，才 (4，5)，キロ(1，1)少母←--->-子ども

屈 (21，27)，個 (24，14)，つ (17，16)(多)母←ー→子ども

番 (0，2)子ども問

2歳前半は「回Jが優勢だ

Note: ( )内の最初の数字は母の使用頻度、後の数字は子の使用頻度を示す。

「回j，1個j，rつJの使用頻度の変化を図 lに示す。使用時期と頻度.子による

が後半は 11回j，1つjが優勢となる。

2. 

由

つ

{国

霊童

日

口

8 

6 

4 

2 

使
用
頻
度

寸一

F
F

寸
一
〔
)
?

N

一O
F

，-てt れi てtσコてt N σコ
ば<.0 f'-.ト、ト、∞∞ α) 0) 0) 
00000  0 0 0 0 0 

つの使用頻度の変化(数字は月 週を示す)

寸
一
的
。

円
一
の
O

ω
一N
O

の一
N
O

寸

.
F
O

の一

F
O

F

一F
O

寸一

0
0

O 
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対話の特徴:母子関での助数調使用に対応性があるかどうかを調べた。表 7は助数認が用いられたセッショ

ンを網がけで示している。母親が助数詞を用いているセッションでは子どもも助数詞を用いている (x2 =4.05， 

p= .04) 0 セッション単位で見る寂り，劫数詞の使用は母子間で同期しているといえよう。母親がどのように子の

助数詞獲得を助けているのか，さらなる検討が必要である。

助数詞使用の間期性表7

11 

子

子

対話における諾柔獲得

3. 

4 

10 

4 

10 

2 

9 

3 

9 

2 

8 

4 

8 

3 

8 

i 

7 

4 

7 

2 

7 

1 

6 

4 

5 3 

4 

3 

3 

2 

5 

2 

3 

l 

4 

1 

3 

I 

1 

O 

4 

月

母

子

用
問
問
，nqsl 

Note:網がけは各助数認が使用されたセッションを示す。

次に各発話を統語論的、 ?ifi用論的に分類した。統語論的には「助数詩のみj， 1助数詞+動詞j，1助数詞+目的

語j，1助数詞+動詞+EI的語Jに分類した。また話用論的には「要求j，1主張j，1質問j，1叙述jに分類した。表

5 ~二分類の例を示す O これらをもとに，以下の分析を行った。

統語論的な変化 2歳 Oヶ月から 5ヶ月まで，および2歳 6ヶ月から 11ヶ月までの各統語論的分類項目の

生起頻度をカウントした。結果を表 8~こ示す。 2 歳前半は 11 匝! jや「もう 11毘jなど，助数誌のみの発話が

多いが，後半は述語や自的語が特定されるようになる。「回jから「例j，1つ」への移行は，対象が自的諾として

特定されるころ(例えば 11屈j→ 11回おっゅjなど)生じるのかもしれない。なお母親においても「助数詞の

みj，1助数謁+動詩jは前期において頻度が高く，子の使用と一致しているように見える O

質的分析

j母合計子会計

前後前後;前後前後

3 10 

3 : 18 

o ・ 0 

5 • 8 

官官後前後;

2 • 1つ

2 : 1つがない

1 :一

4 • 1つパパのなし

の

い

い

な

や

べ

ち

た

い

つ

肉

な

ち

お

側

例

個

罰

1

1

1

1

 

後

o

o

-

-

A

別後前

1回

1聞やる

1回おっゅ

助数詞÷動詞十B的誇:11毘これよむ

統語論的な変化

子会tまペコ子母{問子母回分類

5 

2 

10 

表8

5 

19 

12 

3 

3 

8 

2 

9 

3 

O 

3 

2 

4 

O 

3 

O 

4 

4 

O 

O 

4 

O 

4 

3 

7 

。
3 

14 

8 

3 

O 

3 

O 

7 

8 

O 

助数詞のみ

助数詞十動詞

助数詞十日的語

語用論的な変化.上と同様 2i議Oヶ月から 5ヶ月まで，および 2歳 6ヶ月から 11ヶ月までの各語用論的

分類項目の生起頻度ーをカウントした。その結果を表9に示す。助数詞は 2歳前半では要求や主張，質問の中で用

2. 

題

いられるが，後半では対象の叙述においても用いられるようになる。
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語用論的な変化

分類 Ii]: 

後前後:

412っちょうだし

てコ子え!島1[[，1 子母回

表 9

~IJ 

9 

。

20 

7 

4 

8 

5 

7 2 

2 

6 

。
3 

っとる-

o • 2つ?

3 

O 

3 

3 

4 

「
J 

16 

6 

4 

O 

。

7 

。
7 

}もう i姐

: 1目lやる

;もう l医?

: 1回行って

姿オと

主張

質問

12 4 4 3 4.2つの手て、やる2 3 2 2 叙述

技術的側面

最後に技術的な側面にたちもどり，改善すべきと思われる点をいくつか掲げる。

容易にするため，以下の点を改詳したい。

発話の取り扱い 2歳では i発話が短いが 3歳 4歳代では発話が長くなり，異なる複数の劫数認がひ

とつの発話の仁!こlで用いられるようになってくる O 発話ごとではなく，丈または助数詞ごとに改行し，

ファイルの検索をより正確，

スをつける方がよい O

検索情報:年齢(年，月，週)は一連の番号ではなく，タブで区切った方が要素ごとのソートが容易になる。

分類プログラム:表4の関数は，助数詞の変化形(例えば「ひと一つjと「ひとつつJ)を異なる劫数詞と

同じレベルで検索・分類してしまう O 変化形よりも原型(たとえば「つJ)で分類できるよう，工夫した方がよ

インデック

2. 

3. 

し、 O

以上，限られた資料ではあるが，分析の結果，助数詞獲得について次のことが示唆される。母親は幼児に対し，

限られた種類の助数詞を選択的に，幼克の詰柔レベルに対応する形で用いる[量的分析(1)，(3)J 0 用いられる助数

詞は「昌Jから「倒J，rつJへと変化し，その変化は，表現の統語論的，話用論的な変化に呼応して生じるように
見える〔量的分析(2)，質的分析(1)， (2)J 0 2歳児における助数詞の使用はインタラクションの中で生じ，要求や主

張から対象の記述へと拡大する[量的分析(3)，質的分析(1)， (2)J 0 さらに方法論を精選し，すべての資料について

ーム貰した分析を行う見通しが得られたと考える。

f手合計二子合計

前後前後 1前後前後

3 .12 

o • 

o 15 

8 • 8 

前後前後:

2 .もう l俄

o • l1ffilたべる

o : 1倒ずつつ

o : 11阿たべてなし
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